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13 

重
税
反
対
全
国
統
一
行
動 

 
 

今
年
の
「
重
税
反
対
全
国
統
一
行
動
」
も

一
昨
年
か
ら
実
施
し
て
き
た
よ
う
に
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
集
会
無

し
・
デ
モ
行
進
無
し
・
集
団
申
告
無
し
の
実

施
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
過
去
何
十
年

も
実
施
し
て
き
た
行
事
が
出
来
な
く
な
る
こ

と
は
大
変
つ

ら
い
の
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
よ
う

な
扱
い
に
な
っ

て
く
れ
れ
ば
実

施
可
能
に
な

り
ま
す
。
秋
の

「
夜
オ
リ
」
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
が
、

早
く
そ
う
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か

り
で
す
。 

３
月
９
日
に
糸
魚
川
市
で
行
わ
れ
た
「
重

税
反
対
全
国
統
一
行
動
」
は
お
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
上
越
同
様
デ
モ
行
進
・
集
団
申
告
は

無
し
に
し
ま
し
た
が
、
集
ま
っ
て
ス
タ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
税
務
署
近
く
の
幹
線
道
路
で
実
施

し
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
に
集
う
組
織
の
会

員
の
方
々
か

ら
４０
名
ほ
ど

が
参
加
さ
れ
、

各
々
プ
ラ
カ

ー
ド
や
の
ぼ
り

旗
を
掲
げ
て

道
行
く
人
々

に
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。 

 3
・
23 

【
換
価
の
猶
予
】
学
習
会 

申
告
終
了
後
、
国
税
の
納
付
が
困
難
な
方

に
は
申
請
型
の
「
換
価
の
猶
予
」
制
度
が
お

勧
め
で
す
。
所
得
税
は
払
え
て
も
消
費
税
は

桁
違
い
に
多
額
で
、
一
度
に
払
え
な
い
方
が

多
く
い
ま
す
。
今
ま
で
多
く
の
方
は
数
度
の

分
割
納
付
を
税
務
署
に
お
願
い
し
て
い
た
と

思
い
ま
す
が
、
通
常
年

8.7
％
（
令
和
４
年
度
）

の
延
滞
税
が
加
算
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
換
価

の
猶
予
が
認
め
ら
れ

れ
ば
、
延
滞
税
が
軽
減

さ
れ
0.9
％
に
な
る
と
い
う
お
得
な
制
度
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
間
、
財
産
の
差
押
え
や
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。 

但
し
、
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
国
税
以

外
の
国
税
の
滞
納
が
無
い
こ
と
が
要
件
で
す
。 

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
数
枚
の

申
請
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
同
じ
困
っ
て
い
る
仲
間
と
一
緒
に
勉
強

し
な
が
ら
申
請
書
を
完
成
す
る
場
を
民
商
は

以
下
の
通
り
設
け
ま
し
た
。
支
払
い
に
困
る

方
は
、
民
商
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

日
時 

３
月
２３
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～ 

場
所 

民
商
会
館
３
階 

持
ち
物 

猶
予
を
し
よ
う
と
す
る
税
額
が

分
か
る
書
類
、
筆
記
用
具
、
電

卓 

※
予
約
制
で
す
の
で
、事
前
に
電
話
下
さ
い
。 

 

3
・
29 

各
種
【
支
援
金
学
習
会
】 

新
潟
県
も
ま
ん
延
防
止
期
間
が
過
ぎ
、

や
っ
と
飲
食
店
も
通
常
の
営
業
が
出
来
る
と

思
っ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
が
、
お
客
は
戻
っ

て
き
ま
せ
ん
。
春
は
お
花

見
や
卒
業
・
入
学
・
異
動

の
時
期
に
な
り
ま
す
が
先

行
き
は
見
通
せ
ま
せ
ん
。

国
や
各
自
治
体
で
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
大
変
な
業
種

に
対
し
て
各
種
支
援
金
や

融
資
制
度
を
用
意
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十

分
で
す
。
民
商
で
は
利
用

で
き
る
制
度
は
積
極
的
に
活
用
し
、
こ
の
荒

波
を
乗
り
越
え
て
生
き
て
行
こ
う
と
下
記
の

通
り
学
習
・
相
談
会
を
計
画
し
ま
し
た
。 

日
時 

３
月
２９
日
（
火
）
１３
時
半
～ 

場
所 

民
商
会
館 

３
階 

※
予
約
制
で
す
の
で
、事
前
に
電
話
下
さ
い
。 

事
業
復
活
支
援
金
（
国
） 

電
子
申
請 

・
申
請
期
限 

５
月
末
日
ま
で 

・
支
給
条
件 

令
和
３
年
１１
月
～
令
和
４
年 

３
月
の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
上
高
が
、
平

成
３
０
年
～
令
和
３
年
３
月
ま
で
の
間
の

任
意
の
同
じ
月
の
売
上
高
と
比
較
し
て
最

低
で
も30

％
以
上
減
少
し
て
い
る
事
業
者 

・
支
給
額 

個
人 

最
高
で
５
０
万
円 

 
 
 
 
 

法
人 

最
高
で
２
５
０
万
円 

時
短
協
力
金
（
各
市
町
村
） 

郵
送 

・
支
給
条
件 

１
月
２１
日
～
２
月
１３
日(

24) 
 

 
 
 
 
 
 

２
月
１４
日
～
３
月
６
日(

21) 

 
 

県
の
要
請
に
従
い
時
短
営
業
に
協
力
し
た
飲

食
店
へ 

・
申
請
期
限 

前
半
…
３
月
末
日
ま
で
（
上
越
市
） 

 
 
 
 
 

後
半
…
５
月
１３
日
ま
で
（
上
越
市
） 

 
 

※
締
め
切
り
は
自
治
体
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。 

・
支
給
額 

１
日
2
・

5
万
円
～
３
万
円 

第
４
次
事
業
者
経
営
支
援
金
（
上
越
市
） 

・
申
請
期
限 

６
月
末
日
ま
で 

 

郵
送 

・
支
給
条
件 

令
和
３
年
１２
月
～
令
和
４
年

４
月
の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
上
高
が
、
令

和
元
年
の
同
月
の
売
上
高
と
比
較
し
て

20
％
以
上
の
減
少
月
が
３
つ
以
上
又
は
、

25
％
以
上
の
減
少
月
が
２
つ
以
上
あ
る
こ

と
が
最
低
条
件
で
す
。 

・
支
給
額 

法
人
・
個
人
問
わ
ず 

最
大
１
０
０
万
円 

4
・
6 

建
設
業
許
可
変
更
届
学
習
会 

 

毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
ま
す
変
更

届
の
学
習
会
で
す
が
、
今
年
は
下
記
の
通
り

決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

《
裏
に
続
く
》 

 

２ ０ 2 2 年 

3 月 21 日 

Ｎo . 1 4 9 7 

 

発
行 

上
越
民
主
商
工
会 

 
 

 
 

上
越
市
栄
町
七
ー
七 

 
 

 
 

電
話 

 

０
２
５-

５
２
４-

４
８
１
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Ａ
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０
２
５-

５
２
４-

３
２
９
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日
時 

４
月
６
日
（
水
）
１３
時
半
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１８
時
半
～ 

場
所 
民
商
会
館 

３
階 

※
予
約
制
で
す
の
で
、事
前
に
電
話
下
さ
い
。 

ゆ
う
ち
ょ
払
込
み
料
金 

改
定
に
伴
う
措
置 

 

今
年
の
１
月
１７
日
か
ら

ゆ
う
ち
ょ
の
払
込
み
料
金

が
改
定
さ
れ
、
通
常
、
会
費

を
民
商
の
ゆ
う
ち
ょ
口
座

へ
払
込
ま
れ
る
場
合
無
料
だ
っ
た
の
に
、
払

込
み
料
金
が
１
１
０
円
発
生
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
民
商
会
費
か
ら

同
額
の
１
１
０
円
を
引
い
て
払
込
ん
で
い
た

だ
く
と
民
商
の
負
担
が
倍
に
な
り
、
経
営
を

圧
迫
し
ま
す
の
で
、
支
部
や
班
の
会
費
な
ど

を
ま
と
め
て
送
ら
れ
る
場
合
を
除
い
て
、
会

員
個
々
の
負
担
で
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

     
 

 
 

 
  
 

   

       


